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資料４

１号機原子炉補機冷却系統の現地調査の状況

2023年4月24日

東京電力福島第一原子力発電所事故対策室



1号機原子炉補機冷却系統の現地調査
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（１）目的
1号機原子炉補機冷却系統（RCW系統）の熱交換器付近での水素滞留事象に関して、RCW系統の各設備位置・汚染
状況を確認する。

（２）場所 １号機原子炉建屋

（３）調査日 ２０２３年３月２３日、４月１３日

（４）調査実施者
２０２３年３月２３日 原子力規制庁職員 ４名
２０２３年４月１３日 原子力規制庁職員 ６名

（５）被ばく線量
２０２３年３月２３日 最大： 2.61mSv、最小： 2.20mSv
２０２３年４月１３日 最大： 2.51mSv、最小: 1.30mSv
※被ばく線量[mSv]の最大、最小は、調査実施者のうち、最も被ばく線量の高い人の値と低い人の値を１日の合計
値として示した。



調査箇所及びルート（１号機原子炉建屋１階）

3図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

DHC冷凍機
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現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



DHC冷凍機

SHCポンプ

障害物があり入域不可
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調査状況（１号機原子炉建屋１階：ＤＨＣ付近）

4写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例 100以上

（上部）

51
←DHC

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



5図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

調査箇所及びルート（１号機原子炉建屋２階）

（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

CUWポンプ

CUW補助ポンプ

CUW熱交換器

MGセット(A)
オイルクーラ
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5現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



6図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋２階：ＣＵＷポンプ等）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

↑CUWポンプ（B）
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12

CUW補助ポンプ↓

ここから先は配管類が多数
あるため、SHC-Hx方向への
通り抜け不可

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



7図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋２階：ＣＵＷ熱交換器）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

↓CUW非再生熱交換器（A）

↓CUW再生熱交換器（A）

45

↑CUW再生熱交換器（A）

↓CUW再生熱交換器（B）

22

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



8図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋２階：北西側フロア）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

30（ラック上部）

50（ラック下部）↓MGセット（A）

16（床面）

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



9図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋２階：ＭＧセット付近）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

↓MGセット（A）

13（MGセット付近）

11（MGセット付近）

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



10図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋２階：ＭＧセット(A)オイルクーラ）

写真は、いずれも2023年4月13日原子力規制庁撮影

コリメータ付き線量計による測定

南向き
15(mSv/h)

東向き
3(mSv/h)

13

↑MGセット（A）オイルクーラ

25 33

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



11図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

調査箇所及びルート（１号機原子炉建屋３階）

（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

FPCポンプ

FPC-Hx

MGセット(B)
オイルクーラ

CUWプリコートポンプ
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現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



12図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋３階：FPC-Hx付近）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

↑FPCポンプ

0.7

0.6
←RCW系配管

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



13図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋３階：MGセット(B)オイルクーラ等）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

2～3

RCW系配管
2～3

RCW系配管 2.2
10

←MGセットB
オイルクーラ

↓RCW系配管

3.4

1.3

2.2

↓RCW系配管

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



14図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋３階：CUWプリコートポンプ室付近）

写真は、いずれも2023年3月23日原子力規制庁撮影

0.5

※ポンプ自体は確認できず

←扉（鍵は掛かっていないが開閉不可）

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



15図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

調査箇所及びルート（１号機原子炉建屋４階）

（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：空間線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

RCWサージタンク
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現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



16図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋４階：RCWサージタンク付近）

コリメータ付き線量計による測定

北向き
1.8(mSv/h)

西向き
3(mSv/h)

50（床面）

22（床面）

2023年4月13日原子力規制庁撮影

180（管表面）

212（管下部）

2023年4月13日原子力規制庁撮影

2023年3月23日原子力規制庁撮影

←RCWサージタンク ←金網の柵

150（サージタンク下部北側床面）

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



17図面は、東京電力資料より抜粋、一部加工

（数字） ：線量率（mSv/h）

※図中：空間線量率、画像中：表面線量率

（2023年3月23日、原子力規制庁による測定）
（数字） ：線量率（mSv/h）
（2023年4月13日、原子力規制庁による測定）

凡例

調査状況（１号機原子炉建屋４階：RCWサージタンク）

写真は、いずれも2023年4月13日原子力規制庁撮影

北南

64

178

天井側

床面側

310

45 60

100

RCWサージタンク胴部の表面線量率（mSv/h）

↓RCWサージタンク

RCWサージタンク→
上部開口部

RCWサージタンク→

↑RCWサージタンク

現地調査ルート（2023年3月23日）
現地調査ルート（2023年4月13日）
※3月23日との差分のみ表示



18東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第36回）資料２－１から抜粋、一部追記

調査箇所及び線量率測定結果
：原子力規制庁による調査箇所
：表面線量率（mSv/h）
（原子力規制庁による測定結果：2023/3/23,2023/4/13）

（数字）

60～310

0.6～0.7

2.2～10

22～45

4～12

51
（上部の配管・弁付近は100以上）

13～33



19東京電力福島第一原子力発電所における事故の分析に係る検討会（第36回）資料２－１から抜粋、一部追記

RCW系統の汚染経路（１つの考え方）
：原子力規制庁による調査結果等を踏まえた汚染経路の１つの考え方



20プラント関連パラメータ（2013年7月17日訂正）、https://www.tepco.co.jp/decommission/data/past_data/accident_plantdata/pdf/f1_8_Parameter_graph_20110717.pdf

（参考）1号機D/W圧力の推移


